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私はとある集落で数十枚のスケッチを描きました。

どのシーンをとっても自然と調和した美しい風景が描かれました。

しかし、そこに描かれる建物は人が住む家なのか、

それとも空き家なのか、見分けがつきませんでした。

そこに人がいるという確かなこと。

その確かな営みを、建築が覆い隠しているように感じました。

人が減り続ける中でも、

確かにそこにありながらも埋もれてしまっている営みを

他者に伝えることはできないか。

一人の小さな営みが、時間や空間を超えて遠い誰かに伝わるような、

寂しさのない風景を作ることができないか。

その答えを探すのが現代の建築家の責務だと感じました。

五箇山地域における学びと生業の連関結束点

2025年度より平村にある唯一の高校にて『全国募集』が始まる。

毎年全国からこの土地に縁もゆかりもない高校生が訪れ、3 年

間この地で暮らし学ぶ。

高校生の日常を中心とした集落全体の暮らしと生業・自然を繋

げる建築を提案する。彼らの思い出の中にこの土地の美しい風

景が残るように、そして彼らが大人になった時、帰ってきてこ

の場所を故郷と感じられるように「続く風景」の始まりをつくる。

故郷となる場所

地形、自然、生業、建築、人の関

係は複雑に絡まりあい、それぞれ

が多くの連関を持つことで丈夫な

骨格をもった集落を作っていた。

一つの要素からいくつもの矢印が

伸び、合掌造りという建築はそれ

らを束ねる結び目となっていた。

合掌降ろしにより今まで複雑だっ

た関係性が様々な分断を起こし、

矢印は単純化され一本で結びつく

ようになった。たった一本でも矢

印が切れると、全体との関係は途

切れてしまう。この綻びはいくつ

もの放置を生んだ。

切り離された暮らし・生業・自然

を建築により繋げなおす。かつて

は合掌造りによる個人単位の結び

目だったが、現状を鑑みて集落を

一つの単位として、集落全体に対

し機能する結び目を設計する。多

くの矢印を作り出し、まとめるこ

とで丈夫な骨格を再構築する。

生業を内包していた屋根裏空間

暮らしを内包していた一階部分

軸組みに応力を伝わりにくくする構造

煤による材の強化、防虫・防腐効果

和紙の原料の楮畑

養蚕の原料の桑畑家屋の材となる広葉樹林（主にクリの木）

合掌造り

1960 年代、「合掌降ろし」が起きた。合掌降ろしとは茅葺

屋根からトタン屋根や瓦屋根に葺き替えると同時に二階部

分を増築することである。これまで職住一体だった暮らし

から職住分離の生活へ。それにより集落周辺の植生変化、

工業製品による部分の劣化。そして核家族化に伴い、家屋

は解体へと向かう。産業は個人から組合や企業へと変わり、

機械の大型化により倉庫や蔵などの放置も現れ始めてい

る。これまで合掌造りという建築が担っていた暮らしと生

業の距離が「合掌降ろし」によって遠ざかってしまった。

合掌造りを失った現在の集落は社会的な変化を受け入れら

れず、「放置されるもの」が次々と出てきている。

かつてこの地域ではほぼすべての家屋が合掌造りだった。その形式は

いくつもの合理的な側面を持っていた。合掌造りという一つの建築様

式が暮らし・生業・集落全体の風景の連関結束点を作っていた。

合掌降ろし

職住分離

人口減少

機械の大型化

　　　…etc.

従来生業の衰退

大型納屋・倉庫の出現

風景や環境の変化

放置されるものの出現

桑畑・楮畑の拡大

屋根裏空間で養蚕

牛舎

二階一部居室で養蚕

ほとんどなくなる

1940年代

1897 年

1987年

稲作

畑作

杉林

雪持林

林業

養蚕業

和紙産業

植林活動の本格化 製材所 新築 製材工場 新築

植林地　主伐開始

プレカット機械導入

戦時中の軍需物資として森林が大量に伐採される

1960年代 高度経済成長期における木材需要の増大旧森林法制定　なだれ防止保安林　順次指定

1950年代 合掌おろしに伴い各世帯で大木を一本伐採、梁として利用

傾斜地において植林

減反政策に伴い農地が山林へ

生産量低下により産地を植林

居住地付近の雪持林が減少 針葉樹林が増加　雪持林の効果低下

雪崩防止策設置

米の完全自給実現

農重機の導入・納屋の増加牛による耕作

生産量低下により産地を植林

農重機の導入

農業校舎設立

納屋の増加
食料不足により畑の拡大

機械の大型化

人口減少により個人の畑管理面積増加

杉林の放置

倉庫の放置

高齢化過疎化により農地放置

高齢化過疎化により農地放置

桑畑

楮畑

水田

畑

五箇山地域：楮畑面積　

1909 年 324.3ha

五箇山地域：営農面積　2024 年 26ha

2003年1967年

1982年 2002年

倉庫新設

年

一階で和紙産業

居住域を中心に分布

居住域を中心に分布

個人運営者の激減

生産者構成の変化

3組合のみ

2018 年 3.8ha 1969 年 22.7ha1953 年 287.9ha

旧平村：雪持林面積

2018 年 123.21ha 1947年 357.17ha

楮蒸し小屋建設

作業の機械化

共同倉庫新築

納屋の放置

平村全体
 明治初期→明治末期

361ha→915ha

1986年

茅場

放置される茅場が増加 建材用に杉を植林

植生遷移が進み、雪持林化

茅が不足し他県から購入 茅の種類が異なり屋根質低下

茅場の面積が減少

森林組合による

屋根の葺き替え開始

1986年
森林組合による

屋根の葺き替え開始

1990年
森林組合による

茅場での作業開始

1995年
世界遺産登録

財団設立

茅場造成開始

1960年代

1960年代

合掌造り 二階建家屋家屋

屋根を瓦や鋼板に葺き替え

同時に二階に壁を増築

農作業などが外部化、機械化

機械化、電気化

納屋が増える

車庫兼納屋が増加

道路の拡張

道路の拡張

橋の建て替え

家屋一階が RC造化

家屋の継承が途切れる

東中江小学校閉校

家屋跡の放置 道・擁壁の放置

橋脚の放置

空き家の放置

納屋の放置

農道具の放置

囲炉裏の放置

道具の放置

廃小学校の放置

水田が営農化
「合掌おろし」

人口減少が進行

農地改革

大規模な開墾

2003年1999年

1999年

1981年

社会的家族像の変化

核家族の増加

就業の変化

56豪雪

自動車・電化製品の普及

高度経済成長

1960 1970 1980 1990 20102000 2020

営農開始

茅葺屋根の葺き替えをする「結」

「結」の消滅

かつてこの地域には「結」という共同体が存在した。「結」とは合掌作りの建設から維持、茅葺屋根の吹き替えや茅場の管理などを相互扶助で行

う組織である。鎌倉時代から存在した「結」はここ数十年で急激に数を減らし、今ではほぼ見られなくなっていった。そして現在、人口減少が

加速しておりその変化の中で放置されるモノが多く出始めている。家屋や産業施設、小学校は使われなくなったまま建物だけが残されている。

。るいも民住るえ唱と」るわ終かついは山箇五「、りおてっましてれ入け受を末終のかついにですは民住、はで域地のこるいてえ増がノモたれさ置放

そこで私は、「結」が急激に数を減らし始めた 70 年前から現在までの集落の変遷を調査した。調査の結果、800 年以上続いた風景の骨格が見え

てきた。

「結」の綻び

敷地：合掌造りの里 五箇山地域 旧平村

『風光明媚』という四字熟語がある。

風光とは景色や眺め。明媚とは景色が美しく澄んでいる様子である。日本にお

ける風景の原義は、この【風光】であり、景そのものではなく風と光の織りな

すものという意味がある。

里山風景は暮らし・生業・自然が支え合いバランスを保ちながら空間をつくっ

ている。自然と調和した風景にはその地域特有の風と光がつくる風光が現れる。

土地の様相が変化しようとも、本質を保つことでその地域に漂う風光は守られる

のではないか。しかし、人口減少、近代化によって暮らしと生業の関係が変化す

るとともに、循環からはみ出すような放置されるモノが溢れてきており、「続く

風景」からは遠のいている。

使われなくなった廃倉庫 閉校した小学校擁壁だけが残る家屋跡

暮らし・生業・自然を繋げていた建築

かつての集落 提案現在の集落

引用：県立南砺平高等学校の全国募集ホームページ

Research & Consideration

Concept image
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Site 集落の矢印を結い直す

『風光』を読む Background01
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循環がつなぐ部分と全体

言語化されたそれぞれの風光と関係する情報を調査し、何がそれを作り出す所以になっているかをスケールを横断しながら導き出す。集落や伝統的な住居形式の全体性の中から部分としてどう現れているかを発見する。

風光の所以 [Map research] 

人と自然の対話を一対一の最小単位で分析する。スケッチから風景要

素を抽出し、集落全体の循環図を描く。

集落を歩く五感を伴った体験と描く行為をもとに、感じたことを類型

化、言語化する。

風光の言語化【scenic image】 風景循環【macro lincage】風光と循環の重ね合わせ【overlay】

集落の細い路地に足を踏み入れた。

大通りに向かって建っている家々の裏側が向

かい合う道のようだ。

表空間は華やかで堂々としている印象だった

が、この道は落ち着いた雰囲気だ。

道が地面よりも少し高い。雪への対策だろう

か。

上に続く道の途中、道が濡れているのに気付

いた。

元をたどってみると水路沿いの植物が通り道

をふさぎ、そこから水が溢れていた。

右側の道の奥には覆いかぶさるほどの木々が

あり一体に影が落ちている。

左手には開けた明るい階段の始まりが見える。

さてどっちの道を歩こうか。

少し道を下っていくと集落が見えた。

家屋や納屋が道に沿うように建っている。

屋根の向きは道に対し平行な切妻屋根や片流

れ屋根である。

奥の方は道が見えないが、屋根でそこに道が

続いているのが浮かび上がってくる。

橋の上でふと振り返ると大量の木材がおいて

あるところがあった。

地元の建設会社の拠点のようだ。

林業も行っており、伐採から製材、建設まで

を一貫して行う。

その拠点の上には橋が見える。家々は崖の上

にせり建っている。

家屋に増築された作業場所兼モノ置き場

がある。これもよく見られる風景だ。

家に食い込むように設えられているのが

逆に家から生えてきたように見える。

単管パイプや木材な土簡易的なものでで

きている。

住人が自ら作ったのだろう。

墓に続く道の脇に原っぱがあった。

このあたりでは珍しかったので少し観察

すると畝のようなものが見えた。

どうやらここは畑だったらしい。バケツ

もある。

横に目をやると一本のアオダモが育って

いた。

水が張られた田んぼが一枚だけぽつんと

あった。

これから田植えをするのだろうか。

奥には杉林がある。手入れがされてない

のか林冠が閉じている。

地域の人に聞くとあそこはかつて茅場

だったらしい。

橋をわたる途中、土手に廃れた倉庫が見

えた。

かつて林業や建設業を営む会社の倉庫

だったらしい。

屋根は落ち、自然が擁壁やコンクリート

の地盤を飲み込み一体となっている。

自然に対する畏敬と恐怖を同時に感じら

れる場所だ。

この集落には石垣がよくある。

コンクリートの擁壁も多いが、石のほう

が少し温かみが感じられる。

草が浸食し、根をはりさらに強くなって

いるのだろう。

自然の強さと作った人の努力が共存して

現れている。

集落内で一軒だけ不思議な風景が広がっ

ていた。

和紙を木の板に貼り、乾燥させているよ

うだ。庭には楮が植えてある。

この住居は住まいと和紙製造を行う集落

で唯一の住居だ。

かつてはこのような風景が集落全体に広

がっていたらしい。

再び橋の上まで来た。

この地域の中心にある「庄川」を望める。

流れはゆるやかで、風が抜け、ゆったりと

した時間が流れる。

橋の上を歩いていると、町内放送が聞こえ

てきた。どうやら小学生が家に帰るらしい。

ここにも溜池が見られた。

家屋や敷地ごとに大きさ、深さ、カタチが違う。

そしてここが一つの生活の中心なのかモノが集

まってきている。

黒いホースは全ての家でみられる共通事項だ。

ある日、集落を歩いていると家屋に提灯や暖簾

がかかっていた。

古くから続く住民総出の祭りの日だった。

獅子舞、宴会、宮参り、民謡披露など華やかな

日である。

集落ごとに祭りの日が違うため、地域全体では

二週間ずっと夜遅くまで明かりが灯り続ける。

またしても寂しい建造物がうっそうとした

場所に佇んでいる。

近くにいた住民に話を聞くと、かつてこの

上に立派な屋敷があったようだ。

とある理由で住まい手がいなくなり、解体

され一階部分の駐車所・倉庫だけが残った。

雪国であるこの地域では時々見られる風景

である。

少し横に目をやると、寂しくぽつんと建つ

一つの構造物が見えた。

これはかつての橋の脚のようだ。

1957年に建て替えられ、そこから 70年近

く橋脚だけが残り続けた。

対岸に向かい合って並ぶ二つの橋脚は住民

からは忘れられても、集落を見守り続けて

いる。

少し車で移動し、もう一つの谷間の集落に

きた。

谷の間にただ一つの橋がかかっている。

上部が自動車、下部が歩行者で二層構造に

なっている。

奥の家々の屋根の方向が揃っているのはな

ぜだろうか。

小学校跡地の裏に集落ではめずらしい陸屋

根の建物が見えた。

かつては教員宿舎に利用されていたが、現

在は外国人寮に使われている。

若者が多く、夜でも楽しそうな声が聞こえ

てくる。

下には住民が譲った土地で畑をしているら

しい。

ひと際大きな建物と広い草原があった。

かつて小学校として使われ、その後改修に

より地域のイベントなどに使われていた。

現在、住民の利用は体育館のみで、それも

たまにしか使われていない。

それ以外は観光客の餅つき・そば打ち体験

に使われているようだ。どこか寂しい。

鐘があった。

高台のぎりぎりのところに立ち、周りに高

い木が少ない。

それゆえ奥の山々やそのふもとの集落も見

渡せる。

なぜか不思議とまたここに来ようと思っ

た。

視界が大きく開け高い木が立っていた。高

さ 30ｍはあるだろうか。

その下に目をやるとお墓があった。

住民に聞くとこの地域ではどのお墓も高い

ところにあるらしい。

まるで高木がお墓を守り、お墓が集落を

守っているように見える。

集落内を歩いていると、地面からコンク

リートが飛び出しているのが見えた。

中をのぞくと駐車場になっている。

平地が少ない地域のため、このように土地

に

ボリュームを挿入するという手法が至ると

ころでみられる。

再び集落を歩いてみる。すると、擁壁の切

れ目が見えた。

正面に立つと擁壁と階段が連続して現れ

た。

造られた時期が異なるのか石積みやブロッ

クなど様々な表情がみられる。

高低差が多い地域のため、このような人だ

けが通るような階段が多くみられる。

家屋の後ろに回ると、大きな堀があった。

これも一つの溜池のようだ。

奥には家の横から伸びる斜面と梯子があり

畑に続いている。

森、山、建物に囲まれとても静かで穏やか

だ。

溜池のすぐ横に溜井があった。

ここにあるホースからも常に冷たい雪解け

水が出続けている。

日常的に使うためかブラシやたわしなどが

置かれている。

夏にはスイカを冷やすらしい。

家屋の横に常に流れ続ける溜池があった。

あたりには黒いホースが張り巡らされてい

る。

これは「山水」という地下水を利用してい

るみたいだ。

夏にはここで野菜を洗い、冬にはこの溜池

に雪をすてる。

山を少し降りてきて集落に戻ってきた。

家屋に近づくと縁側には立派な一本杉の梁

が使われているのが見えた。

このあたりの家屋はかつてすべてが合掌造

りだった。

現在は二階部分が増築され屋根は瓦やトタ

ンに葺き替えられている。

道場のすぐそこに神社もあった。

木々に囲まれ神聖な雰囲気が漂っている。

樹齢 400 年の木がご神木としてこの地を見

守っている。

毎年、春と秋に行われる宮参りの場所であ

る。

山道を登りきると、そこには赤い屋根の建

物が一つ建っていた。

住民によると、それは「道場」と呼ばれる

建物らしい。

かつては冠婚葬祭や宗教関係の行事を行っ

ており、子供の遊び場にもなっていた。

今も中には大きな仏壇があるが、利用は住

民の集会など年に数回程度らしい。

道を歩き続けると、人が歩いた跡が残る道

があった。

舗装はされていない。土が踏み固められて

おり、

横には U字溝に水が勢いよく流れている。

道を歩くと様々な植物が生えており、森の

中を歩いている気持ちになる。

山間の道を車で走り続けて 30 分、ようや

く集落についた。

木々が少なく視界が抜け、集落の奥まで見

渡せる。

家はほとんどが似た形式になっており、

家々のすきまには田畑が点在している。

まわりは静かで風の音が聞こえてくる。
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二つの調査を重ね合わせ、体験の裏側にある循環を視覚化し、風光の

所在とその周辺の矢印を発見する。

集落を歩く体験はその多くが近景からなり、全く異なるシーン

の連続である。しかし、それぞれ一部と思えていたシーンの背

景には大きな循環が存在している。この背景にある循環が全体

をつなぎとめていることにより、全く違う場所でも同じような

風光を感じることができる。

設計においては、部分を形態として抜き出すのではなく、背後

にある循環の矢印一つ一つに気を配ることで集落との連続的な

体験を生み出しつつも遠景としての全体性を獲得することがで

きると考える。

風光とその背後にある循環をスケッチを用いたリサーチから導

き、設計に落とし込む。
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常に聞こえる水の音

植物の成長

影の領域奥への視界

空間の表と裏
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スケッチから得られた風景要素
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川に沿って風が吹く。河川に向かい

集落内にいくつもの小さな川が流れ

ている。

大きな道と小さな道が入れ子状に

なっている。小さな道は起伏が激し

く、階段や坂道も散見される。

風の向きに対し、身近手方向が垂直

になるようにし、風を受け流すよう

に家屋が建っている。

まばらに大きな木々があり、急に視

界が開けたり広範囲に影が落ちたり

する。

高低差が激しく崖に建つ家屋が多

い。擁壁や RC造の基礎を利用し斜

面地でも土地利用が多くみられる。

雪を溶かすための溜池が各住居に設

置してある。家の裏側に多く畑仕事

などにも利用される。

かつて家屋が合掌造りだった時、一

階部分に生活機能の大半が位置して

いたため今も大きな平面をもつ。

家屋の表の空間は堂々と建つ文化が

今でも残り、裏の空間は生活感が溢

れ入り組んだ構造の家屋が多い。

家屋の中には土間が、近くには納屋

が位置し、周囲は田畑に囲まれてい

る。納屋は土壁が多い。

住居の裏側は山や崖に面することが

多く、表側は擁壁などで広い空間を

つくっている。

Front

Back
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Site D: 林業作業場

Site C: 農業作業場

Site A: みんなの倉庫

Site B: みんなの校舎

既存倉庫

小さな営みをつなぐ塔 学びの多拠点化

生業の場の一部は自然エネルギーを最大限活用するために塔状とする。それぞれの

塔の内部では地域の循環の一部を担っており、雪や風、水などの自然エネルギーを

利用している。

そして、塔が持つ役割は自然エネルギーの活用だけではない。塔のふもとでは循環

の一部である生業が展開しており、その小さな営みは塔によって遠方へ視覚的に伝

わ A る。地域全体に大きく広がっている生業の場に対して一つ一つの塔の連なりが

繋がりを生む。一つの塔からは必ず別の塔が見え、それを辿ることで大きな地域の

循環を浮かび上がる。

塔は小さな営みを拾い上げ、確かな存在を遠い誰かに伝える媒介となる。

Design Network
高校生の日常に寄り添う四つの建築を計画する。

平日は高校近くの寮で生活するが、週末は民泊

や宿泊施設に泊まる。それぞれのシーンに対し、

高校生の居場所をつくるとともに、

生業、自然と隣り合う空間を

設計した。

廃倉庫として放置されていた場にその土地を利用した暮らしの拠点を計画す

る。西側から農業拠点、林業拠点、温浴施設、貯水場である。林業の倉庫で

切り出した薪を温浴施設で用いたり、貯水場の発電システムで作り出した電

気を各建物へ供給したりと敷地内でも資源の循環が行われている。

高低差の激しい敷地において既存の道や擁壁、倉庫跡を用いて緩やかに下方

へ導く。

風光 [屋根から見える風の向き ] 風光 [道の選択肢 ][ 上下の動線 ] 風光 [空間の表と裏 ][ 奥への視界 ]

畑作業をする住民

住民

高校生

児童・子供

大学生

林業従事者
建設業従事者

和紙製造者

営農運営者

新規産業従事者

林業作業場

農業作業場

林業拠点

和紙産業拠点

建設会社
和紙工房

高校

家屋

温浴施設

古材貯蓄場

農業拠点

農業拠点

伐採する
間採する

植林する

収穫する

耕す

草刈り

水を調整する

耕す
栽培する

収穫する

耕す 栽培する

収穫する

工芸品を作る

和紙作りを体験する

工芸品を作る

和紙を作る

紙をすく

木工品の制作

紙を乾かす

紙を置いておく

古材を保管する

産業について学ぶ

産業について学ぶ

デジファブで工作

材を加工する

建物を建てる

料理する

乾燥する

乾燥させる

材を乾燥させる

薪に切り出す
薪を貯蔵する

造材する

休憩する

授業する

植林する

泊まる

体験する

燃やす

休憩する

乾燥する

薪を燃やす

湯につかる

保管する

保管する

ご飯を食べる

食べる

冷やしておく

作業する

作業

貯蔵する

保存する
ひとやすみ

道具を置いておく

販売する

販売する

再利用する

材を貯蔵する

道具を貯蔵する

体
験
す
る

つくる・食べる

子
ど
も
食
堂

制
作

制作

寄
っ
て
い
く

制
作

共
同
制
作

民
泊

研
修

研修

建
設

勉強する

遊ぶ

休む

散歩の寄り道

話す

勉強する
遊ぶ

休憩

散歩の寄り道

話す

リモートワーク

森林

水田
畑

楮畑

体験する

つくる・買う

泊まる

学びの矢印

資源・モノの矢印

行為の矢印農業作業場

林業作業場

みんなの倉庫
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塔の中には大量の木材が並んでいた。下から風が吹き上

げている。煙突効果とによって下の空間があったまると

空気が上がっていく。制作作業が木材の乾燥につながる。

木材や家具が屋根からはみ出している建物がある。外で

は薪を切る人、中では機械が木材を切り出している。

厨房は調理室のような風貌で授業や料理教室に使う。

裏にある塔は雪室で、集落で採れた野菜を貯蓄して

いる。暑い日には冷房としても冷気を活用する。

元々あった道や擁壁、倉庫跡地を残し、道の選択肢や居場所

を増やす。

南側立面図 S=1/500
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屋根　ガルバリウム鋼板

構造　杉材 貫構造　（放置林材使用）

屋根　ガルバリウム鋼板

登り梁　杉材 105×210　（放置林材使用）

縁梁　杉丸太材 φ300~400（放置林材使用）

壁（一部）　RC 擁壁　

外壁　漆喰

柱　杉大径材 φ500~600（放置林材使用）　

空間の全体構成は生業のための大きな空間を確保するために、柱を最低限に減らし、二重
の登り梁を用いた。雪の重みに耐えられるよう梁の中心に頬杖をしている。また擁壁が土
留めの役割を果たしながらも水平力を担保している。敷地周辺の放置林材を胸高直径で分
別し、大きく流通に乗らない大径材をそのまま、節の多い材は丸太や細かい梁へと、大き
さごとに適した部材へと変換した。

放置林を効率的に利用する

廃校舎として放置されていた場を改

修する。一階には農業拠点と雪室に

よる貯蓄庫。二階には簡易宿泊や生

業を学ぶ場。三階には和紙の工房と

アトリエを計画した。屋上には風向

きや陽のあたりを考慮した屋根がか

かり、そこに立てかけ和紙を干す。

風光 [見下ろす視線、見上げる視線 ]

風光 [影の領域 ][ 生業との共存 ] 風光 [奥への視線 ] 風光 [空間の表と裏 ]

風光 [ 突然開ける視界]

風光 [見下ろす視線、見上げる視線 ][ 生業との共存 ]

農業作業場

林業作業場

みんなの校舎

半屋外の細長い廊下には梁に楮や和紙がかけてあ

る。隙間から入る光は木漏れ日のようだ。

屋上に上ると和紙が干されている。板によって仮説

的に区切られた場所に影の落ちた空間が現れる。

耕作放棄地となっていた水田を再び

耕し、その近くに農作業場と簡易宿

泊所を計画する。田植え時期や収穫

期は高校生を含め様々な人が宿泊し、

毎年利用する人が変わっていく。

放置林の隣地に林業の作業場と学び

の場を計画する。開閉式の大開口に

より二つの営みの幅を操作すること

ができる。

塔の高さは 50 年成長した杉と同じ高

さである 20m。集落から見える塔は

伐採と植林を繰り返すたびに 50 年周

期で見え隠れする。

ふと見上げると、棚田の水平線に並ぶように屋根が

伸び、その真ん中に塔が建っている。

擁壁を基礎や壁として利用して、斜面に建てることで、

山の貴重な平場を生業の場のために残せる。

機械があった部屋の壁には黒板があり、間仕切りを開

くと途端に学びの場となる。

大径材を４本立て、それをもとに軸組みを組んでいく。

伝統的な貫構造を用い、最後は縄で力強く結ぶ。

S=1/200西側立面図
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屋根：
ガルバリウム鋼板波板

透湿ルーフィング
耐水合板 t=12mm

通気横胴縁 45×60mm
ネオマフォーム t=50mm
難燃構造用合板　t=12mm

屋根：
ガルバリウム鋼板波板
透湿ルーフィング
耐水合板 t=12mm
横胴縁 45×60mm

屋根：
ガルバリウム鋼板波板
透湿ルーフィング
耐水合板 t=12mm
横胴縁 45×60mm

壁：
鉄筋コンクリート打ち放し 壁：

鉄筋コンクリート打ち放し

登り梁：
スギ 105×210mm
不燃塗料塗装

登り梁：
スギ 105×210mm
不燃塗料塗装

貫：
スギ 27×105mm
不燃塗料塗装

貫：
スギ 45×210mm
不燃塗料塗装

腕木

柱：
スギ丸太 φ600mm
不燃塗料塗装

外壁：
漆喰塗

スギ板　t=18mm
通気堅胴縁  18×30mm@455mm

透湿防水シート
構造用合板 t=12mm

ネオマフォーム t=50mm
床：
土間コンクリート
金コテ仕上げ t=100mm
スタイロフォーム t=100mm

一階平面図 S=1/200
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平面図 S=1/200

ｍ0 5 10

断面図 S=1/200

ｍ0 5 10

断面図 S=1/200

ｍ0 5 10

断面図 S=1/400
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